
 
第
一
七
五
回
史
跡
ウ
オ
ー
ク 

チ
ー
ム
雅 

「
寺
院
が
集
団
移
転
し
た
街
・
鴨
東
新
洞
を
歩
く
」 

鴨
東
新
洞
地
域
に
は
五
十
五
も
の
寺
院
が
集
ま
り

そ
の
通
り
は
洛
中
の
名
に
「
新
」
を
冠
し
て
い
る
。 

 

そ
れ
は
、
寛
文
大
火
（
一
六
七
三
）
、
宝
永
大
火
（
一

七
〇
八
）
で
焼
失
し
た
寺
院
や
町
家
が
、
殆
ど
林
畑
で

あ
っ
た
鴨
川
の
東
岸
を
開
発
し
て
集
団
移
転
し
た
と

き
、
洛
外
に
移
っ
て
も
洛
中
で
あ
る
と
い
う
住
民
の

意
気
込
み
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

江
戸
初
期
（
一
六
一
一
）
、
檀
王
法
林
寺
が
三
条
川

端
に
最
初
に
創
建
さ
れ
た
。
次
に
、
寛
文
大
火
に
よ
り
、

内
裏
に
隣
接
し
て
い
た
頂
妙
寺
が
二
条
新
地
に
移
転
、

そ
し
て
宝
永
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
寺
院
街
（
寺
町

二
条
以
北
）
及
び
町
家
群
が
集
団
移
転
し
た
。（
京
都

御
役
所
向
大
概
覚
書
に
二
十
七
ヶ
寺
移
転
の
記
録
）
。 

 

新
洞
地
域
の
寺
院
群
は
、
焼
失
前
の
優
れ
た
寺
町

景
観
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。「
新
」
を
冠
し
た
通
り

を
、
洛
中
の
通
り
を
思
い
浮
か
べ
歩
く
と
面
白
い
発

見
が
あ
り
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

●
日
時 

四
月
十
八
日
（
日
）
受
付
九
時
〜
九
時
半 

●
集
合 

京
阪
三
条
駅 

高
山
彦
九
郎
像
前 

●
コ
ー
ス 

檀
王
法
林
寺
〜
心
光
寺
〜
頂
妙
寺
〜
大 

蓮
寺
〜
大
恩
寺
〜
妙
傳
寺
〜
本
妙
寺
〜
聞
名
寺
・ 

明
眼
地
蔵
〜
寂
光
寺
〜
要
法
寺
（
ゴ
ー
ル
） 

会
員
の
皆
様
へ 

チ
ー
ム
雅
の
会
員
は
八
時
に
、
そ
の
他
会
員
は
八
時 

半
に
集
合
お
願
い
し
ま
す
。 

       

頂
妙
寺
の
仁
王
門 

 

伝
運
慶
作
の
持
国
天
像
、
毘
沙
門
天
（
多
聞
天
）
像

を
安
置
。
門
上
部
に
豊
臣
秀
吉
が
宗
門
布
教
再
開
を

許
可
し
た
書
状
の
扁
額
。 

                       
 

京
都
名
家
墳
墓
録
と
寺
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
ー
ム
雅 

今
井 

満 

 

発
掘
を
す
る
時
は
、
古
地
図
を
調
べ
て
、
元
は
公
家

や
大
名
の
屋
敷
が
な
か
っ
た
か
調
べ
、
掘
下
げ
た
層

位
に
基
づ
い
て
、
地
図
や
古
文
書
の
信
憑
性
を
は
っ

き
り
さ
せ
な
が
ら
行
う
。 

 

寺
院
の
場
合
も
間
取
り
も
そ
う
だ
が
、
ど
ん
な
有

名
人
の
墓
が
あ
っ
た
か
調
べ
る
。
そ
し
て
検
証
に
は

大
正
時
代
に
出
版
さ
れ
て
い
る
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』

を
紐
解
い
て
、
間
違
い
な
い
か
照
合
す
る
。 

 

今
回
の
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
の
コ
ー
ス
は
、
鴨
川
の
東

の
新
洞
地
区
の
寺
院
を
案
内
し
て
廻
る
が
、
非
公
開

で
コ
ー
ス
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
西
方
寺
を
調
べ
て

い
て
驚
い
た
。
な
ん
と
寺
で
は
公
表
し
て
い
な
い
赤

穂
浪
士
の
墓
が
あ
る
。 

 

今
回
の
コ
ー
ス
で
は
、
本
妙
寺
に
赤
穂
義
士
の
吉

田
忠
左
衛
門
な
ど
三
名
の
墓
が
あ
る
の
は
、
寺
も
宣

伝
し
て
有
名
だ
が
、
西
方
寺
に
は
な
に
も
な
い
。 

 

西
方
寺
の
赤
穂
義
士
の
墓
は
、
小
野
寺
十
内
、
小
野

寺
秀
豊
、
岡
野
金
右
衛
門
、
大
高
源
吾
で
あ
る
。
彼
ら

は
切
腹
の
後
、
浅
野
内
匠
頭
と
同
じ
泉
岳
寺
に
埋
葬

さ
れ
た
。
だ
が
小
野
寺
十
内
の
遺
言
で
下
僕
が
遺
骸

を
盗
み
出
し
て
、
火
葬
に
し
て
西
方
寺
に
埋
葬
し
た

と
あ
る
。 

 

西
方
寺
に
は
白
河
法
皇
の
建
て
た
六
勝
寺
の
一
つ

法
勝
寺
の
ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
あ
る
と
聞
い

て
い
て
、
併
せ
て
見
学
を
申
し
込
ん
だ
が
、
檀
家
の
方

さ
え
コ
ロ
ナ
で
遠
慮
し
て
貰
っ
て
い
る
と
い
う
。 

 

今
回
の
コ
ー
ス
に
は
、
安
倍
晴
明
所
縁
の
心
光
寺

や
囲
碁
の
本
因
坊
発
祥
の
寺
も
あ
っ
て
盛
り
だ
く
さ

ん
、
す
べ
て
は
紹
介
し
切
れ
な
い
。
当
日
に
ウ
ォ
ー
ク

の
中
で
皆
さ
ん
の
知
ら
な
い
面
白
い
お
話
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
た
だ
コ
ロ
ナ
の
拡
大
も
あ
り
、
感
染
予
防

に
留
意
さ
れ
て
お
集
ま
り
下
さ
い
。 

京都史跡ガイド 

ボランティア協会 

会長 山田久男 

編集 澤田 卓 
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名
水 

チ
ー
ム
葵 

遠
藤 

千
代
子 

 

京
都
は
古
く
か
ら
、
名
水
と
呼
ば
れ
る

井
戸
が
現
在
で
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
数
、
約
四
七
十
箇
所
も
あ
る
よ
う
で

す
。
特
に
御
所
付
近
に
は
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
梨
木

神
社
の
染
井
。
こ
の
付
近
は
い
つ
も
車
が
止
ま
り
、
水

を
貰
っ
て
い
く
方
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。
御
所
内
に

は
、
明
治
天
皇
生
誕
の
祐
井
や
、
清
和
天
皇
の
邸
宅
跡
、

今
は
迎
賓
館
の
裏
手
に
染
殿
井
な
ど
。 

藤
原
定
家
が
歌
に
詠
ん
だ
滋
野
井
は
府
庁
近
く
に 

 
 

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
井
戸
は
藤
原
成
通
、
後
鳥
羽 

 
 

上
皇
な
ど
多
く
の
貴
人
の
由
来
を
も
つ
そ
う
で
す
。 

 
 

明
治
時
代
に
埋
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
昭
和
五
五

年
永
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
多

く
の
方
に
見
て
頂
け
れ
ば
と
尽
力
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

京
都
学
び
の
街
、
生
き
方
探
究
舘
前
に
井
桁
と
石

碑
が
あ
り
ま
す
。
（
藤
原
貞
主
邸
宅
内
） 

鎌
倉
期
の
辞
典
と
も
称
さ
れ
る
「
拾
芥
抄
」
に
は

「
中
門
北 

西
洞
院
西 

滋
野
貞
主
家
」
と
記
載
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
江
戸
期
に
は
多
く
の
著
書
に

記
述
が
残
っ
て
い
ま
す
。
近
代
で
は
岩
倉
具
視
も
探

し
当
て
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
も
し
て
探
す

の
は
な
ぜ
な
の
か
？ 

 

京
都
産
業
大
学
鈴
木
教
授
に
よ
る
と
、
藤
原
家
は

蹴
鞠
の
名
手
で
、
井
戸
の
上
に
申
の
月
、
申
の
日
、
申

の
刻
に
蹴
鞠
の
精
「
春
陽
花
、
夏
安
林
、
秋
園
」
の
三

匹
の
猿
に
な
っ
て
井
戸
の
上
に
影
向
し
て
成
通
に
蹴

鞠
の
法
を
伝
授
し
た
。
こ
の
伝
承
か
ら
後
鳥
羽
上
皇

が
蹴
鞠
の
神
、
精
大
明
神
を
祀
る
滋
野
井
社
を
建
立

し
た
。
ま
た
定
家
の
明
月
記
の
記
述
が
滋
野
井
と
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
上
皇
の
目
的
は
名
水
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
な
ど
。 

 

そ
の
後
飛
鳥
家
に
勧
請
さ
れ
、
滋
野
井
社
は
白
峰

神
宮
に
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。 

「
田
辺
朔
郎
の
一
生
」
特
別
展 

チ
ー
ム
葵 

古
谷
正
弘 

 
 

 

今
、
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館
で
、
田
辺
朔
郎
の
お
孫
さ

ん
寄
稿
に
よ
る
「
田
辺
朔
郎
の
一
生
」
に
関
す
る
特
別

展
を
や
っ
て
い
ま
す
。
紹
介
し
ま
す
。
五
月
九
日
迄
。 

叔
父
・
太
一
は
、
戊
辰
戦
争
で
函
館
五
稜
郭
に
立
て

籠
も
っ
た
榎
本
武
揚
ら
四
人
組
の
首
領
格
で
、
朔
郎

は
、
太
一
の
導
き
で
徳
川
家
兵
学
校
付
属
小
で
数
学
、

南
部
藩
藩
校
で
英
語
を
み
っ
ち
り
勉
強
で
き
た
。 

朔
郎
は
工
部
大
学
校
に
進
む
が
、
そ
こ
で
英
国
は

最
高
の
技
術
を
惜
し
げ
も
な
く
日
本
に
教
え
た
。
そ

れ
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
を
日
本
を
防
波
堤

に
し
て
押
し
戻
し
た
か
っ
た
か
ら
、
が
大
き
い
。 

疏
水
工
事
に
つ
い
て
、
朔
郎
の
卒
業
論
文
が
北
垣

知
事
の
目
に
留
ま
り
任
さ
れ
た
と
い
う
物
語
が
流
布

し
て
い
る
が
事
実
で
は
な
い
。
北
垣
は
最
初
半
信
半

疑
で
、
朔
郎
の
評
価
は
島
田
道
生
よ
り
低
く
、
三
年
目

に
「
意
外
に
よ
く
や
る
」
と
逆
転
し
た
。
長
等
山
出
水

事
故
の
時
、
高
木
文
平
が
朔
郎
更
迭
、
南
一
郎
平
招
聘

を
進
言
し
た
の
を
、
北
垣
は
一
蹴
し
た
。 

朔
郎
は
北
垣
の
娘
静
子
と
結
婚
し
た
。
朔
郎
は
「
押

し
付
け
ら
れ
た
」「
た
ま
た
ま
う
ま
く
い
っ
た
が
、
人

に
は
勧
め
ら
れ
な
い
」
と
回
顧
し
、
北
垣
も
娘
が
嫁
ぐ

に
あ
た
り
生
野
事
件
で
使
っ
た
刀
を
娘
に
授
け
た
。 

朔
郎
は
北
垣
に
付
い
て
北
海
道
庁
の
鉄
道
敷
設
工

事
に
従
事
し
た
後
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
建
設
状
況
の

調
査
を
命
じ
ら
れ
た
。
朔
郎
の
報
告
に
基
づ
き
、
桂
内

閣
は
日
露
戦
争
の
開
戦
時
期
を
決
め
た
。 

第
二
疏
水
は
西
郷
菊
次
郎
が
提
案
推
進
し
た
よ
う

に
書
か
れ
て
い
る
が
、
菊
次
郎
の
市
長
就
任
は
計
画

が
市
議
会
で
可
決
し
た
二
年
以
上
後
で
あ
る
。 

朔
郎
は
晩
年
「
わ
し
は
京
都
の
田
辺
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
嘆
い
た
。 

 
『
驚
き
、
桃
の
木
、
明
治
の
記
』
②
渋
沢
栄
一 

チ
ー
ム
葵 

今
川
博
明 

引
き
続
き
渋
沢
栄
一
で
す
。
彼
が
役
人
に
な
っ
た
大

蔵
省
で
の
上
司
は
井
上
馨
で
し
た
。
井
上
は
長
州
出
身

で
維
新
後
は
外
相
、
蔵
相
な
ど
歴
任
し
た
人
物
で
す
が
、

『
雷
親
父
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
理
由
は
、
性
格
が

短
気
で
直
ぐ
に
人
を
怒
鳴
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
渋
沢

栄
一
の
傍
で
は
怒
る
こ
と
が
な
く
、
お
と
な
し
か
っ
た

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
渋
沢
は
『
避
雷
針
』
と
い
う
あ
だ

名
が
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
で
も
渋
沢
曰
く
、
本
当

の
避
雷
針
は
井
上
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
彼
が
体
を
張
っ
て
受
け
止
め
て

く
れ
る
の
で
、
自
分
は
や
り
た
い
よ
う
に
仕
事
が
で
き

た
と
。
当
時
の
大
蔵
省
の
筆
頭
・
大
蔵
卿
と
い
う
任
に

大
久
保
利
通
が
い
た
時
の
事
、
大
久
保
は
国
の
財
政
に

あ
ま
り
に
も
無
関
心
な
の
で
、
渋
沢
は
そ
れ
に
業
を
煮

や
し
、
辞
表
を
握
り
し
め
て
井
上
馨
邸
に
向
か
い
ま
す
。

「
大
蔵
卿
や
そ
の
配
下
の
者
た
ち
は
、
国
家
財
政
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ま
っ
た
く
考
え
も
せ
ず
、
分
か
ろ
う

と
も
し
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
い
く
ら
良
い
政
策
を
立

て
て
も
、
こ
れ
で
は
焼
け
石
に
水
。
本
来
の
大
蔵
省
の

役
割
を
果
た
せ
ま
せ
ん
。
無
駄
骨
を
折
る
だ
け
に
な
る

の
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
、
辞
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
。
と
こ
ろ
が
、
井
上
馨
は
こ
れ
を
思
い
と
ど
ま

ら
せ
ま
す
。
「
君
の
言
い
分
は
よ
く
わ
か
る
。
し
か
し
今

辞
め
ら
れ
て
は
困
る
。
財
政
に
つ
い
て
は
、
自
分
に
考

え
が
あ
る
か
ら
、
辞
職
は
し
ば
ら
く
待
っ
て
く
れ
な
い

か
」
と
言
う
の
で
す
。
実
は
こ
の
後
、
大
久
保
利
通
た
ち

は
、
条
約
改
正
の
件
で
欧
米
各
国
を
一
年
に
渡
っ
て
訪

問
す
る
予
定
が
あ
り
、
そ
の
間
、
大
蔵
省
の
実
権
を
握

る
の
は
井
上
馨
だ
っ
た
の
で
す
。
な
ん
と
渋
沢
栄
一
は

井
上
馨
の
配
慮
で
そ
れ
ま
で
の
間
、
大
阪
造
幣
局
の

勤
務
と
な
り
、
呼
び
戻
さ
れ
て
東
京
に
戻
っ
た
時
に

は
、
大
蔵
省
か
ら
大
久
保
一
派
は
排
除
さ
れ
、
井
上
が

実
権
を
握
っ
て
い
た
の
で
し
た
。 
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御
垣
守 

チ
ー
ム
葵 

澤
田 

卓 

 

み
か
き
も
り 

衛
士
の
た
く
火
の 

夜
は
燃
え 

 
 

 
 

 
 

昼
は
消
え
つ
つ 

も
の
を
こ
そ
思
え 

 

百
人
一
首
に
見
え
る
大
中
臣
能
宜
の
歌
で
す
が
、

三
十
六
歌
仙
に
も
名
を
連
ね
、
孫
の
伊
勢
大
輔
も
同

じ
く
百
人
一
首
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
平
安
時
代
の
歌

人
文
化
サ
ロ
ン
に
花
を
添
え
る
生
涯
の
よ
う
で
す
。 

 

私
な
ど
和
歌
だ
け
で
な
く
、
俳
句
や
詩
文
に
も
全

く
興
味
が
な
く
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
旅
行
に
う
つ
つ
を

ぬ
か
し
、
漫
然
と
年
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
す
が
、

こ
の
史
跡
ガ
イ
ド
協
会
に
入
会
し
た
こ
と
で
、
ど
う

し
て
も
古
典
や
和
歌
な
ど
に
接
す
る
機
会
が
増
え
、

古
の
歌
詠
み
人
の
ロ
マ
ン
ス
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

御
垣
守
の
歌
も
、
夜
は
暗
い
か
ら
篝
火
は
付
け
、

日
中
は
消
し
て
当
た
り
前
だ
と
い
う
位
な
理
解
で
し

た
が
、
大
意
を
知
る
に
つ
け
何
と
恋
の
歌
な
ん
だ
、

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
次
第
で
す
。 

 

大
意
は
、
宮
中
を
守
る
衛
兵
達
に
よ
り
日
が
落
ち

る
と
篝
火
を
焚
く
の
だ
が
、
こ
の
篝
火
の
よ
う
に
、

私
の
恋
心
も
わ
が
身
を
焦
が
す
よ
う
に
切
な
く
燃
え

る
。
し
か
し
、
夜
が
明
け
る
と
篝
火
は
消
え
て
し
ま

う
よ
う
に
、
私
の
魂
も
消
え
て
し
ま
う
ご
と
く
思
い

悩
む
の
で
す
が
、
貴
方
に
は
・
・
・
。 

 

書
い
て
い
る
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
い
ほ
ど
の
恋
の

歌
な
ん
で
す
ね
。
し
か
も
相
応
の
位
を
有
す
る
貴
族

が
で
す
よ
。
か
つ
、
恋
の
歌
は
百
人
一
首
に
は
か
な

り
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
の

島
国
日
本
が
い
か
に
平
穏
で
あ
り
、
宮
中
文
化
の
花

盛
り
、
恋
愛
を
謳
歌
し
た
こ
と
か
。
江
戸
後
期
の
武

士
道
精
神
な
ど
と
は
大
違
い
の
時
代
が
あ
っ
た
ん
だ

な
あ
と
今
更
な
が
ら
に
我
が
国
の
悠
久
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。 

豆
知
識 

 

元
号
の
基
本
（
一
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
ー
ム
彩 

矢
野 

正
明 

 

 

元
号
が
令
和
に
改
め
ら
れ
て
三
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
元
号
は
戦
後
一
時
期
、
廃
止
の
方
向
で
論
議
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
史
上
の
出
来
事
や
社

会
現
象
と
し
て
認
識
さ
れ
、
人
々
の
生
活
に
根
深
く

定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
日
ま
で
脈
々
と
続
い

て
い
ま
す
。 

元
号
の
起
源
は
Ｂ
Ｃ
二
世
紀
、
前
漢
の
武
帝
時
代

に
誕
生
し
た
制
度
で
、
過
去
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
で

も
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
日
本
だ
け
で
す
。

日
本
で
は
、
六
四
五
年
の
「
大
化
」
が
最
初
で
、
令
和

ま
で
実
に
二
四
八
の
元
号
が
存
在
し
ま
す
。 

 

改
元
ペ
ー
ス
は
平
均
五
年
に
一
度
で
、
最
長
は
「
昭

和
」
の
六
二
年
間
。
二
番
が
「
明
治
」
。
三
番
目
が
室

町
時
代
の
応
永
の
三
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
短

は
鎌
倉
時
代
の
「
暦
仁
」
の
二
か
月
。
こ
れ
は
略
人
と

不
吉
な
年
号
と
し
て
、
す
ぐ
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

結
構
、
年
号
の
呼
び
方
は
難
し
く
、
ガ
イ
ド
泣
か
せ

の
所
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本
を
覚
え
れ
ば
さ
ほ
ど
難

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
暦
」
は
い
ず
れ
の
時
代
も

「
り
ゃ
く
」
と
読
み
ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
「
明
暦
」

「
宝
暦
」
は
例
外
的
に
「
れ
き
」
と
読
み
ま
す
。「
元

治
元
年
」
の
「
元
」
も
語
呂
が
い
い
の
か
、
何
気
な
く

「
ガ
ン
ジ
元
年
」
と
い
う
説
明
者
を
見
か
け
ま
す
。 

「
元
」
と
言
う
元
号
は
二
七
回
あ
り
、「
永
」
に
続

き
多
い
で
す
が
、「
が
ん
」
と
読
む
の
は
平
安
初
期
の

「
元
慶
（
が
ん
ぎ
ょ
う
）
」
の
み
で
す
。
逆
に
語
呂
が

悪
い
の
は
「
明
和
九
年
」
を
迷
惑
年
と
も
読
め
、
十
年

を
待
た
ず
に
明
和
の
大
火
と
あ
い
ま
っ
て
「
安
永
」
へ

と
改
元
さ
れ
ま
し
た
。
室
町
後
期
の
「
天
文
」
も
、「
て

ん
も
ん
」
と
読
ん
で
、「
テ
ン
ブ
ン
」
と
正
確
に
言
う

人
の
方
が
少
な
い
の
は
残
念
で
す
。 

次
回
は
改
元
の
理
由
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。 

 

お
し
ら
せ 

★ 

第
一
七
六
回
ウ
ォ
ー
ク 

五
月
一
六
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ー
ム
彩
が
担
当 

「
明
智
光
秀
と
坂
本
城
址
…
西
近
江
路
を
歩
く
」 

築
城
四
五
〇
周
年
に
ち
な
ん
で
坂
本
城
址
と
西
教

寺
周
辺
の
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
ま
す
。 

京
阪
石
坂
線 

坂
本
比
叡
山
口
駅
集
合 

 ★ 

第
一
七
七
回
ウ
ォ
ー
ク 

六
月
二
〇
日
（
日
） 

「
逢
坂
関
か
ら
山
科
・
奈
良
街
道
へ
」 

チ
ー
ム
葵 

 

東
海
道
近
江
路
は
逢
坂
関
か
ら
、
山
科
の
里
へ
、

追
分
交
差
か
ら
奈
良
へ
の
旧
街
道
を
訪
ね
ま
す
。 

 

京
阪
京
津
線 

大
谷
駅
集
合 

 

第
一
七
四
回
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
を
終
え
て 

 

チ
ー
ム
華 

立
川 

登
美
子 

 

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
よ
り
、
の
び
の
び
な
っ

て
い
た
今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
、
や
っ
と
開
催
を
迎
え
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無
情
の
雨
。
そ
れ
で
も
、
こ
の

中
四
九
名
の
参
加
が
あ
り
、
雨
の
中
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
は
、
見
送
っ
た
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
、

ふ
れ
あ
い
通
信
に
目
を
と
お
し
て
い
た
だ
い
て
、
京

都
駅
ビ
ル
、
北
辺
の
お
寺
、
ま
た
そ
の
街
並
み
を
た

ど
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

本
願
寺
の
大
き
な
門
の
下
で
の
説
明
、
駅
ピ
ア
ノ
を

弾
く
人
の
姿
。
少
し
ず
つ
、
京
都
も
元
気
を
と
り
も

ど
し
て
き
て
く
れ
そ
う
な
気
配
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

雨
で
な
け
れ
ば
、
空
中
経
路
か
ら
、
京
都
の
街
並

を
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
思
い
を
含
ん
だ
声

が
聴
け
た
の
に
と
い
う
の
が
、
少
し
残
念
で
は
、
あ

り
ま
す
が
、
次
回
、
京
都
駅
を
大
切
な
人
と
く
る
と

き
の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
く
と
い
う
風
に
と
ら
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

…
で
、
誰
と
こ
よ
う
か
な
？ 
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塔
に
つ
い
て 

チ
ー
ム
華 

冨
永 

正
治 

五
重
塔
や
三
重
塔
は
、
監
視
や
物
見
の
た
め
の
建

物
で
は
な
く
、
本
来
は
釈
迦
の
骨
（
仏
舎
利
）
を
安

置
す
る
お
墓
で
し
た
。
こ
の
お
墓
を
イ
ン
ド
で
は
ス

ト
ゥ
ー
パ
と
い
い
、
中
国
で
音
訳
さ
れ
て
卒
塔
婆

（
そ
と
ば
）
と
な
り
、 
省
略
さ
れ
て
塔
婆 

、
塔
と

な
り
ま
し
た
。 

今
も
残
る
イ
ン
ド
の
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
み
る
と
、
そ

れ
は
日
本
の
五
重
塔
・
三
重
塔
の
相
輪
と
呼
ば
れ
る

塔
の
最
上
部
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
五
重
塔
・
三
重
塔
で
一
番
重
要
な

部
分
は
相
輪
で
あ
り
、
塔
を
塔
ら
し
く
み
せ
て
い
る

五
重
・
三
重
の
屋
根
は
中
心
を
貫
く
心
柱
の
“
覆

い
”
あ
る
い
は
“
鞘
（
さ
や
）
”
に
す
ぎ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す 

               

イ
ン
ド
最
古
の
サ
ン
チ
ー
の
仏
塔
（
第
一
塔
） 

（
紀
元
前
三
世
紀
中
頃
、
高
さ
一
六
・
五
ｍ 

 

直
径
三
六
・
六
ｍ
） 

 

平
等
院
の
概
要 

チ
ー
ム
彩 

酒
井 

源
弘 

 

平
等
院
の
沿
革 

 

京
の
都
か
ら
見
て
裏
の
吉
方
（
辰
巳
の
方
角
）
に
あ

た
る
宇
治
の
地
は
、
早
く
か
ら
平
安
貴
族
の
別
業
（
別

荘
）
の
営
ま
れ
る
地
と
し
て
栄
え
た
。
九
世
紀
末
頃
源

氏
物
語
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ
る
「
河
原
の
左

大
臣 

源
融
」
の
別
業
を
、
六
条
左
大
臣
源
重
信
（
宇

多
天
皇
の
孫
）
を
経
て
藤
原
北
家
の
藤
原
道
長
が
譲

り
受
け
た
。 

 

万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
全
盛
を
誇
っ
た
道
長
が
糖

尿
病
の
苦
し
み
の
中
で
亡
く
な
る
と
、
頼
通
が
之
を

継
い
だ
。
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
末
法
の
世
に
な
る

と
言
わ
れ
る
年
に
寺
院
に
改
め
、
阿
弥
陀
仏
を
祀
る

「
阿
弥
陀
堂
」
を
建
て
、
極
楽
往
生
の
地
「
平
等
院
」

を
造
建
す
る
。 

≪

末
法
の
は
じ
ま
り≫

 

 
中
国
歴
で
前
九
四
九
年
二
月
一
八
日
お
釈
迦
さ
ま

が
入
滅
さ
れ
た
日
が
基
準
に
な
り
ま
す
。
マ
イ
ナ
ス

九
四
九
年
＋
千
年
（
正
法
）
＋
千
年
（
像
法
）
＝
一
〇

五
一
年 
翌
年
一
〇
五
二
年
よ
り
末
法
に
入
る
。
そ

の
二
～
三
年
の
間
に
中
納
言
以
上
一
四
名
の
う
ち
八

名
が
病
没
、
洪
水
、
暴
風
雨
、
飢
饉
が
発
生
し
盗
賊
が

は
び
こ
っ
た
。 

 

翌
年
天
暦
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
は
平
等
院
「
阿
弥

陀
堂
」
が
落
慶
、
堂
内
に
は
平
安
時
代
の
最
高
の
仏
師

「
定
朝
」
の
手
に
よ
る
二
ｍ
四
〇
ｃ
ｍ
以
上
に
も
な

る
寄
木
漆
箔
造
り
の
阿
弥
陀
如
来
が
置
か
れ
た
。 

 

し
か
し
平
等
院
は
藤
原
北
家
（
ほ
っ
け
）
一
族
の
繁

栄
を
、
ま
た
極
楽
浄
土
へ
の
導
き
の
場
と
し
て
祈
る

場
所
で
あ
っ
た
。「
極
楽
い
ぶ
か
し
く
ば
宇
治
の
御
寺

を
う
や
ま
え
」
と
言
わ
れ
た
通
り
藤
原
北
家
の
た
め

だ
け
の
御
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
。
一
般
の
人
は
入

る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
宇
治
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に

あ
る
「
恵
心
院
」
の
山
か
ら
光
り
輝
く
阿
弥
陀
仏
を
拝

ん
だ
。 

 

平
等
院
の
名
前
の
い
わ
れ
と
宗
派 

1
、
当
時
、
園
城
寺
内
に
あ
っ
た
塔
頭
円
満
院
に
平

等
院
と
い
う
子
院
が
あ
り
、
頼
通
が
崇
敬
し
て
い

た
園
城
寺
長
史
の
明
尊
が
、
平
等
院
建
立
直
後
に

初
代
執
印
（
住
職
）
に
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
。 

２
、
仏
教
の
教
え
と
し
て
、
仏
の
前
で
は
み
な
平
等
と

い
う
思
想
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。 

…
と
の
二
説
が
あ
る
。 

≪

宗
派≫

 

 

天
台
宗
の
最
勝
院
と
浄
土
宗
の
浄
土
院
が
，
兼
帯

で
管
理
し
て
お
り
、
平
等
院
自
体
は
、
宗
派
は
ど
ち

ら
に
も
属
さ
な
い
単
立
寺
院
で
あ
る
。 
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